
物　件　目　録

（別紙）

1　旧イ号製品

製品名：ケミボン⑧N型　電磁式薬液定量注入ポンプ

型式：　①　旧NFFシリーズ

（NFFOl，NFFO3）

②　旧NFFシリーズ　自動エア抜きタイプ

（NFFOl，NFFO3）

2　新イ号製品

製品名：ケミボン㊥N型　電磁式薬液定量注入ポンプ

型式：　①　新NFFシリーズ

（NFFOl，NFFO3）

②　新NFFシリーズ　自動エア抜きタイプ

（NFFOl，NFFO3）

3　ロ号製品

製品名：ケミボン㊥N型　電磁式薬液定量注入ポンプ

型式：　①　NFGシリーズ

（NFGO5，NFGlO，NFG15，NFG25）

②　NFGシリーズ　自動エア抜きタイプ

（NFGO5）



（別紙）

旧イ号製品説明書（原告提出）

1　旧イ号製品の構成

旧イ号製品は，以下のとおりである。

①　ソレノイド（電磁石）13に駆動電圧を供給することで，アーマチュア

（鉄心）が押し出されてストッパに当たるまで往勤し，駆動電圧の供給を遮

断することで，アーマチュアが復動する，アーマチュアの往復運動をポンプ

ストロークに利用した電磁駆動方式のダイヤフラムポンプである。

②　ダイヤフラムポンプは，制御部1を具備する。

③　制御部1は，100～240V±10％の間で電圧が異なる電源5の交流

電圧を全波整流電圧に整流する整流器9を具備する。

④　制御部1は，整流器9から提供される全波整流電圧を駆動電圧としてソレ

ノイド13に供給してソレノイド13を駆動するためのFETll及びトラ

ンジスタ12（駆動回路10）を具備する。

⑤　制御部1は，整流器9及びFETll間で，整流器9からFETllに提

供される全波整流電圧を分圧し，分圧回路14，第2のCPU8及び第1の

CPU2を介して電源5の電圧を検出する。

⑥　制御部1は，トランジスタ12に制御信号を供給する第2のCPU8を具

備する。制御信号は，整流器9からFETllに提供される全波整流電圧を

変換し，これを駆動電圧としてソレノイド13に供給するための信号である。

⑦　制御信号は，特性テーブルから抽出されたデータ（検出した電源5の電圧

に対応するデータ）に基づき，生成され，ポンプストローク数の逆数である

ポンプストローク周期を単位として出力される。

⑧　特性テーブルは，電源5の電圧に対応するデータとして，ポンプストロ「

ク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間における周期的なオン・

オフの切り替え制御において，アーマチュア押し出し信号出力時間の前半に



おける各オン時間である「前半通電時間」，アーマチュア押し出し信号出力

時間の前半における各オフ時間である「前半遮断時間」，アーマチュア押し

出し信号出力時間の後半における各オン時間である「後半通電時間」，アー

マチュア押し出し信号出力時間の後半における各オフ時間である「後半遮断

時間」のそれぞれを電源5の電圧の区分ごとに記述する。

⑨　「前半通電時間」の間，第2のCPU8は，電圧を印加する制御信号を出

力し，トランジスタ12を介してFETllに電圧を印加する。これにより，

FETllは，整流器9で全波整流された全波整流電圧をソレノイド13に

そのまま印加する。次に，「前半通電時間」の後の「前半遮断時間」の間に

おいては，第2のCPU8は，電圧を遮断する制御信号を出力し，FETl

lに電圧が印加されないようにする。これにより，FETllは，ソレノイ

ド13への全波整流電圧の印加を遮断する。そして，ポンプストローク周期

におけるアーマチュア押し出し信号出力時間の前半において，「前半通電時

間」及び「前半遮断時間」の各時間間隔で電圧を印加する制御信号と電圧を

遮断する制御信号とが繰り返される。また，ポンプストローク周期における

アーマチュア押し出し信号出力時間の後半においては，「後半通電時間」及

び「後半遮断時間」の各時間間隔で電圧を印加する制御信号と電圧を遮断す

る制御信号とが繰り返される。

2　旧イ号製品の詳細な説明

（1）旧イ号製品は，円筒状のコイルであるソレノイド（電磁石）に駆動電圧を

供給することで，ソレノイド内のアーマチュア（鉄心）が押し出されてス

トッパに当たるまで往勤し，駆動電圧の供給を遮断することで，アーマチュ

アが復動する，アーマチュアの往復運動をポンプストロークに利用した電磁

駆動方式のダイヤプラムポンプであり，電源の電圧を選ばないフリー電源

（単相AC●100～240V±10％）である。



（2）図1に示すとおり，旧イ号製品の制御部1は，電源5に接続されるトラン

ス6と，このトランス6に接続される整流器7と，この整流器7に接続され

る第1のCPU（Central Processing Unit：中央処理装置）2とを備える。

そこで，電源5から供給される交流電圧は，トランス6によって降圧され，

整流器7によって整流されて，第1のCPU2に供給され，これにより，第

1のCPU2は駆動可能となる。

また，旧イ号製品の制御部1は，第1のCPU2と双方向通信が可能な第

2のCPU8を備える。第2のCPU8は，トランス6に接続される整流器

10に接続される。

そこで，電源5から供給される交流電圧は，トランス6によって降圧され，

整流器10によって整流されて，第2のCPU8に供給され，これにより，

第2のCPU8は駆動可能となる。

（3）また，旧イ号製品の制御部1は，電源5に接続される整流器9と，この整

流器9に接続されるFETllと，このFETllに接続されるトランジス

タ12とを備える。そして，FETllは，ソレノイド13に接続される。

そこで，電源5から供給される交流電圧（図3（a）参照）は，整流器9

によって全波整流電圧に整流され（図3（b）参照），FETllによって駆

動電圧となってソレノイド13に供給される。

（4）さらに，旧イ号製品の制御部1は，整流器9及びFETll間に接続され

る分圧回路14を備える。この分圧回路14は，A／D変換器を含む第2の

CPU8に接続される。

そこで，整流器9からFETllに提供される全波整流電圧は，分圧回路

14によって分圧され，第2のCPU8に送信され，A／D変換器によって

デジタル信号に変換される。

第2のCPU8は，このデジタル信号を第1のCPU2に送信する。

そして，第1のCPU2は，このデジタル信号に基づき，電源5の電圧を



検出する。

（5）また，第2のCPU8は，トランジスタ12に接続される。

そして，第2のCPU8は，ポンプの運転を制御するための制御信号をト

ランジスタ12を介してFETllに供給する。

（6）ここで，第2のCPU8は，第1のCPU2から受信したデータに基づき，

制御信号を生成する。

このデータは，電源5の電圧と対応付けて特性テーブルに記述される。そ

して，この特性テーブルは，第1のCPU2に記憶される。

そこで，第1のCPU2は，検出した電源5の電圧に対応するデータを特

性テーブルから抽出し，第2のCPU8に送信する。

（7）特性テーブルの内容を図2の上段に示す。特性テーブル中，「i」は通し

番号，「電源電圧」は，電源5の電圧の区分，「前半通電時間」は，ポンプス

トローク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間における周期的な

オン・オフの切り替え制御において，アーマチュア押し出し信号出力時間の

前半における各オン時間，「前半遮断時間」は，アーマチュア押し出し信号

出力時間の前半における各オフ時間，「後半通電時間」は，アーマチュア押

し出し信号出力時間の後半における各オン時間，「後半遮断時間」は，アー

マチュア押し出し信号出力時間の後半における各オフ時間，を表す。尚，実

際の特性テーブルには，通し番号及び各列の項目名は記載されていないが，

ここでは，説明の便宜上，通し番号及び各列の項目名を付加している。

（8）特性テーブルを用いた制御信号生成処理を図2の下段に示す。まず，第1

のCPU2は，通し番号iを0（ゼロ）にセットし，次に，第2のCPU8

から送信されたデジタル信号に基づいて検出した電源5の電圧が特性テーブ

ルの通し番号i欄の電源電圧区分に入るか否かをチェックする。

（9）これがNOの場合，第1のCPU2は，通し番号iをインクリメントし

（i＝i＋1），次に，通し番号iが14より大きいか香かをチェックする。



この処理は，第1のCPU2が電圧のチェックでYESと判定するまで繰り

返される。

（10）そして，第1のCPU2は，電圧のチェックでYESと判定すると，検出

した電源5の電圧がその通し番号i欄に該当するとして，その通し番号i欄

における「前半通電時間」，「前半遮断時間」，「後半通電時間」及び「後半遮

断時間」のデータを抽出する。

（11）そして，第1のCPU2は，このデータを第2のCPU8に送信する。第

2のCPU8は，これら「前半通電時間」，「前半遮断時間」，「後半通電時

間」及び「後半遮断時間」のデータに基づき，制御信号を生成し，この制御

信号をトランジスタ12に供給する。

（12）即ち，「前半通電時間」の間，第2のCPU8は，電圧を印加する制御信

号を出力し，トランジスタ12を介してFETllに電圧を印加する。これ

により，FETllは，整流器9で全波整流された全波整流電圧をソレノイ

ド13にそのまま印加する。次に，「前半通電時間」の後の「前半遮断時

間」の間においては，第2のCPU8は，電圧を遮断する制御信号を出力し，

FETllに電圧が印加されないようにする。これにより，FETllは，

ソレノイド13への全波整流電圧の印加を遮断する。そして，図3（C）に示

すとおり，ポンプストローク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時

間の前半において，「前半通電時間」及び「前半遮断時間」の各時間間隔で

電圧を印加する制御信号と電圧を遮断する制御信号とが繰り返される。また，

ポンプストローク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間の後半に

おいては，「後半通電時間」及び「後半遮断時間」の各時間間隔で電圧を印

加する制御信号と電圧を遮断する制御信号とが繰り返される。

（13）このように，FETll及びトランジスタ12は，第2のCPU8から供

給される制御信号に基づき，整流器9から提供される全波整流電圧（図3

（b）参照）を変換し（図3（C）参照），これを駆動電圧としてソレノイド1



3に供給する。

3　旧イ号製品の作用効果

旧イ号製品は，フリー電源仕様の制御部を採用することにより，電源の電圧

を選ばないので，選定が簡単である，という作用効果を奏する。

4　図面及び符号の説明

（1）図面の説明

図1は，旧イ号製品の制御部及びその関連要素（電源，ソレノイド）を表

すブロック図である。

図2は，旧イ号製品の制御部が具備する特性テーブル，及び，検出した電

源の電圧に対応するデータを特性テーブルから抽出し，制御信号を生成する

フローチャートである。

図3（a）は，電源の交流電圧の波形，（b）は，交流電圧を整流器で全波整

流した全波整流電圧の波形，（C）は，制御信号に基づいて全波整流電圧から

変換された駆動電圧の波■形，である。

（2）符号の説明

1…‥制御部

2…‥第1のCPU

5…‥電源

6…‥トランス

7…‥整流器

8…‥第2のCPU

9…‥整流器

10・‥整流器

11・‥FET



12‥・トランジスタ

13・‥ソレノイド

14‥・分圧回路



【図1】

ノーマル表示
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強調表示

ソレノイド駆動ポンプ



【図2】

特性テーブル

l
電 源 電圧 前 半通電時 間 前 半遮断 時間 後半 通電 時間 後半遮断 時間

（∨） ［10 〟S】 ［10 〟S］ ［10 〃S］ ［10 〟S］

！し ～ 90 85 10 78 15
1 ～ 95 85 10 78 15
2 ～ 105 80 10 58 17
3 ～ 117 80 10 52 17
4 ～ 125 70 12 38 19

5 ～ 135 70 14 35 20
6 ～ 150 65 18 28 2 1

7 ～ 180 56 蕗 21 25
8 ～ 190 37 ▼ 3 2 30 52
9 ・・■210 37 3 2 3 0 52
10 ～ 225 35 3 2 24 55
11 ～ 235 35 3 5 22 57
12 ～ 245 33 3 5 22 58
13 ～ 255 31 3 5 20 58
14 ～ 265 28 3 2 18 55

i＝0



【図3】

（a）

（b）

アーマチュア押し出し信号
出力時間

「

ポンプストローク周期

アーマチュア押し出し信号
出力時間

l

アーマチュア押し出し信号 アーマチュア押し出し信号



（別紙）

1　制御部（ブロック図）

旧イ号品説明書（被告提出）

図　2

2　CPU12に格納されている特性テーブル

特性テーブル

図4

番号 前半通電時間 前半遮断時間 後半通電時間 後半遮断時間

電源

下限電圧

電源

上限電圧

［10〟S】 10 〟S】 ［10 〟S】 【10 〟S】 Ⅳ】 ［Ⅵ

1 8 5 10 78 15 0 9 0

2 8 5 10 78 15 9 1 9 5

3 8 0 10 58 17 9 6 10 5

4 8 0 10 52 17 10 6 1 17

5 7 0 12 38 19 1 18 12 5

6 7 0 14 3 5 20 12 6 13 5

7 6 5 18 28 2 1 13 6 15 0

8 5 6 2 5 2 1 25 15 1 18 0
9 3 7 3 2 3 0 52 18 1 19 0
10 3 7 3 2 3 0 52 19 1 2 10

1 1 3 5 3 2 2 4 55 2 1 1 22 5

12 3 5 3 5 2 2 57 2 2 6 2 3 5

13 33 3 5 2 2 58 2 3 6 2 4 5
14 3 1 3 5 2 0 58 2 4 6 2 5 5
15 28 32 18 5 5 2 5 6 2 6 5

16 20 32 10 5 5 2 66 100 0



電源電圧に対するアーマチュア押し出し信号出力時間（tl）の平均電圧

（Ⅴ。，。）の変化

図7＝　電源電圧に対するアーマチュア押し出し備考出力時間（t、）の
前半平均電圧（∨…－）の変化
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（別紙）

新イ号製品説明書（原告提出）

1　新イ号製品の構成

新イ号製品は，以下のとおりである。

①　ソレノイド（電磁石）13に駆動電圧を供給することで，アーマチュア

（鉄心）が押し出されてストッパに当たるまで往動し，駆動電圧の供給を遮

断することで，アーマチュアが復動する，アーマチュアの往復運動をポンプ

ストロークに利用した電磁駆動方式のダイヤフラムポンプである。

②　ダイヤフラムポンプは，制御部1を具備する。

③　制御部1は，100～240V±10％の間で電圧が異なる電源5の交流

電圧を全波整流電圧に整流する整流器9を具備する。

④　制御部1は，整流器9から提供される全波整流電圧を駆動電圧としてソレ

ノイド13に供給してソレノイド13を駆動するためのFETll及びトラ

ンジスタ12を具備する。

⑤　制御部1は，電源5及び整流器9間で，電源5から整流器9に供給される

交流電圧を分圧し，トランス6，整流器15，分圧回路14及びCPU8を

介して電源5の電圧を検出する。

⑥　制御部1は，トランジスタ12に制御信号を供給するCPU8を具備する。

制御信号は，整流器9からFETllに提供される全波整流電圧を変換し，

これを駆動電圧としてソレノイド13に供給するための信号である。

⑦　制御信号は，特性テーブルから抽出されたデータ（検出した電源5の電圧

に対応するデータ）に基づき，生成され，ポンプストローク数の逆数である

ポンプストローク周期を単位として出力される。

⑧　特性テーブルは，電源5の電圧に対応するデータとして，ポンプストロー

ク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間における周期的なオン・

オフの切り替え制御において，アーマチュア押し出し信号出力時間の前半に



おける各オン時間である「前半通電時間」，アーマチュア押し出し信号出力

時間の前半における各オフ時間である「前半遮断時間」，アーマチュア押し

出し信号出力時間の後半における各オン時間である「後半通電時間」，アー

マチュア押し出し信号出力時間の後半における各オフ時間である「後半遮断

時間」のそれぞれを電源5の電圧の区分ごとに記述する。

⑨　「前半通電時間」の間，CPU8は，電圧を印加する制御信号を出力し，

トランジスタ12を介してFETllに電圧を印加する。これにより，FE

Tllは，整流器9で全波整流された全波整流電圧をソレノイド13にその

まま印加する。次に，「前半通電時間」の後の「前半遮断時間」の間におい

ては，CPU8は，電圧を遮断する制御信号を出力し，FETllに電圧が

印加されないようにする。これにより，FETllは，ソレノイド13への

全波整流電圧の印加を遮断する。そして，ポンプストローク周期における

アーマチュア押し出し信号出力時間の前半において，「前半通電時間」及び

「前半遮断時間」の各時間間隔で電圧を印加する制御信号と電圧を遮断する

制御信号とが繰り返される。また，ポンプストローク周期におけるアーマ

チュア押し出し信号出力時問の後半においては，「後半通電時間」及び「後

半遮断時間」の各時間間隔で電圧を印加する制御信号と電圧を遮断する制御

信号とが繰り返される。

2　新イ号製品の詳細な説明

（1）新イ号製品は，円筒状のコイルであるソレノイド（電磁石）に駆動電圧を

供給することで，ソレノイド内のアーマチュア（鉄心）が押し出されてス

トッパに当たるまで往勤し，駆動電圧の供給を遮断することで，アーマチュ

アが復動する，アーマチュアの往復運動をポンプストロークに利用した電磁

駆動方式のダイヤフラムポンプであり，電源の電圧を選ばないフリー電源

（単相AClOO～240V±10％）である。



（2）図1に示すとおり，新イ号製品の制御部1は，電源5に接続されるトラン

ス6と，このトランス6に接続される整流器7と，この整流器7に接続され

るCPU（CentralProcessing Unit：中央処理装置）8とを備える。

そこで，電源5から供給される交流電圧は，トランス6によって降圧され，

整流器7によって整流されて，CPU8に供給され，これにより，CPU8

は駆動可能となる。

（3）また，新イ号製品の制御部1は，電源5に接続される整流器9と，この整

流器9に接続されるFETllと，このFETllに接続されるトランジス

タ12とを備える。そして，FETllは，ソレノイド13に接続される。

そこで，電源5から供給される交流電圧（図3（a）参照）は，整流器9に

よって全波整流電圧に整流され（図3（b）参照），FETllによって駆動

電圧となってソレノイド13に供給される。

（4）さらに，漸イ号製品の制御部1は，トランス6に接続される整流器15と，

この整流器15に接続される分圧回路14とを備える。この分圧回路14は，

A／D変換器を含むCPU8に接続される。

そこで，電源5から供給される交流電圧は，トランス6によって降圧され，

整流器15によって整流され，分圧回路14を介してCPU8に送信され，

A／D変換器によってデジタル信号に変換される。

そして，CPU8は，このデジタル信号に基づき，電源5の電圧を検出す

る。

（5）また，CPU8は，トランジスタ12に接続される。

そして，CPU8は，ポンプの運転を制御するための制御信号をトランジ

スタ12を介してFETllに供給する。

（6）ここで，CPU8は，所定のデータに基づき，制御信号を生成する。

このデータは，電源5の電圧と対応付けて特性テーブルに記述される。そ

して，この特性テーブルは，CPU8に記憶される。



そこで，CPU8は，検出した電源5の電圧に対応するデータを特性テー

ブルから抽出する。

（7）特性テーブルの内容を図2の上段に示す。特性テーブル中，「i」は通し

番号，「電源電圧」は，電源5の電圧の区分，「前半通電時間」は，ポンプス

トローク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間における周期的な

オン・オフの切り替え制御において，アーマチュア押し出し信号出力時間の

前半における各オン時間，「前半遮断時間」は，アーマチュア押し出し信号

出力時間の前半における各オフ時間，「後半通電時間」は，アーマチュア押

し出し信号出力時間の後半における各オン時間，「後半遮断時間」は，アー

マチュア押し出し信号出力時間の後半における各オフ時間，を表す。尚，実

際の特性テーブルには，通し番号及び各列の項目名は記載されていないが，

ここでは，説明の便宜上，通し番号及び各列の項目名を付加している。

（8）特性テーブルを用いた制御信号生成処理を図2の下段に示す。まず，CP

U8は，通し番号iを0（ゼロ）にセットし，次に，デジタル信号に基づい

て検出した電源5の電圧が特性テーブルの通し番号i欄の電源電圧区分に入

るか否かをチェックする。

（9）これがNOの場合，CPU8は，通し番号iをインクリメントし（i＝i

＋1），次に，通し番号iが14より大きいか否かをチェックする。この処

理は，CPU8が電圧のチェックでYESと判定するまで繰り返される。

（10）そして，CPU8は，電圧のチェックでYESと判定すると，検出した電

源5の電圧がその通し番号i欄に該当するとして，その通し番号i欄におけ

る「前半通電時間」，「前半遮断時間」，「後半通電時間」及び「後半遮断時

間」のデータを抽出する。

（11）そして，CPU8は，これら「前半通電時間」，「前半遮断時間」，「後半通

電時間」及び「後半遮断時間」のデータに基づき，制御信号を生成し，この

制御信号をトランジスタ12に供給する。



（12）即ち，「前半通電時間」の間，CPU8は，電圧を印加する制御信号を出

力し，トランジスタ12を介してFETllに電圧を印加する。これにより，

FETllは，整流器9で全波整流された全波整流電圧をソレノイド13に

そのまま印加する。次に，「前半通電時間」の後の「前半遮断時間」の間に

おいては，CPU8は，電圧を遮断する制御信号を出力し，FETllに電

圧が印加されないようにする。これにより，FETllは，ソレノイド13

への全波整流電圧の印加を遮断する。そして，図3（C）に示すとおり，ポン

プストローク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間の前半におい

て，「前半通電時間」及び「前半遮断時間」の各時間間隔で電圧を印加する

制御信号と電圧を遮断する制御信号とが繰り返される。また，ポンプスト

ローク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間の後半においては，

「後半通電時間」及び「後半遮断時間」の各時間間隔で電圧を印加する制御

信号と電圧を遮断する制御信号とが繰り返される。

（13）このように，FETll及びトランジスタ12は，CPU8から供給され

る制御信号に基づき，整流器9から提供される全波整流電圧（図3（b）参

照）を変換し（図3（C）参照），これを駆動電圧としてソレノイド13に供

給する。

3　新イ号製品の作用効果

新イ号製品は，フリー電源仕様の制御部を採用することにより，電源の電圧

を選ばないので，選定が簡単である，という作用効果を奏する。

4　図面及び符号の説明

（1）図面の説明

図1は，新イ号製品の制御部及びその関連要素（電源，ソレノイド）を表

すブロック図である。



図2は，新イ号製品の制御部が具備する特性テーブル，及び，検出した電

源の電圧に対応するデータを特性テーブルから抽出し，制御信号を生成する

フローチャートである。

図3（a）は，電源の交流電圧の波形，（b）は，交流電圧を整流器で全波整

流した全波整流電圧の波形，（C）は，制御信号に基づいて全波整流電圧から

変換された駆動電圧の波形，である。

（2）符号の説明

1…‥制御部

5…‥電源

6…‥トランス

7…‥整流器

8…‥CPU

9…‥整流器

11‥・F ET

12‥・トランジスタ

13‥・ソレノイド

14‥・分圧回路

15‥・整流器
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【図2】
特性テーブル

I
電 源 電 圧 前 半 通 電 時間 前 半 遮 断 時間 後 半 通電 時 間 後 半 遮 断 時間

（∨） ［10 〃S］ ［10 〟S］ ［10 〃 S］ ［10 〟S］

0 ～ 90 8 5 10 78 15
【．肌▲1 ～ 95 8 5 10 78 15

2＿】 ～ 10 5 80 10 58 17

j ～ 117 80 10 52 17

＿＿」 ～ 125 70 12 38 19

5 ～ 135 70 14 35 20

6 ～ 150 6 5 18 28 2 1

7 ～ 180 56 2 5 2 1 2 5
8 ～ 190 3 7 3 2 30 5 2

9 ～ 2 10 3 7 3 2 30 5 2

1 0 ～ 2 25 35 3 2 24 5 5

11 ～ 23 5 35 3 5 22 5 7

1雲仙 ～ 24 5 33 3 5 22 58

13 ～ 25 5 ・ 3 1 3 5 20 58

14 ～ 2 65 28 3 2 18 5 5

i＝0



【図3】

（a）

（b）

アーマチュア押し出し信号
出力時間

I

ポンプストローク周期

アーマチュア押し出し信号
出力時間

l
l

アーマチュア押し出し信号

ポンプストローク周期

アーマチュア押し出し信号
出力時間



（別紙）

新イ号製品説明書（被告提出）

1　制御部（ブロック図）

図4

2　CPUに格納されている特性テーブル

特性テーブル

番号 前半通電 時間 前半遮 断時間 後半通 電時間 後半 遮断時 間

電源

下限電 圧

電源

上限電 圧

【10 〟S］ 10〟S】 ［10 〟S］ ［10〟S】 【∨】 ［∨］

1 85 10 78 15 0 90

2 8 5 10 78 15 9 1 95

3 8 0 10 58 17 96 10 5

4 8 0 10 52 17 106 11 7

5 70 12 38 19 118 12 5

6 70 14 ■ 35 2 0 126 13 5

7 6 5 18 28 2 1 136 150

8 5 6 25 2 1 2 5 15 1 180

9 3 7 32 30 5 2 18 1 190

10 3 7 32 30 5 2 19 1 2 10

11 3 5 32 24 ・ 5 5 2 1 1 2 25

12 3 5 35 22 5 7 2 26 2 35
13 3 3 35 22 5 8 2 36 2 45

14 3 1 35 20 5 8 24 6 2 55

15 2 8 32 18 5 5 2 56 2 65

16 2 0 3 2 10 5 5 26 6 10 00



電源電圧に対するアーマチュア押し出し信号出力時間（tl）の平均電圧

（Va，e）の変化

図7：電源電圧に対するアーマチュア押し出し備考出力時開くt，）の
前半平均電圧（V。，．1）の変化

婿読ケ空相㌦

暮30　　　　　　t沸　　　　　　事7Q l鋸）　　　　　　～盲0　　　　　　238　　　　　　250

t巣雷緩くV〉

図8‥　電源電圧に対するアーマチュア押し出し備考出力時間くりの
後半平均電圧（∨。，。2）の変化
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（別紙）

ロ号製品説明書（原告提出）

1　ロ号製品の構成

口号製品は，以下のとおりである。

①　ソレノイド（電磁石）13に駆動電圧を供給することで，アーマチュア

（鉄心）が押し出されてストッパに当たるまで往動し，駆動電圧の供給を遮

断することで，アーマチュアが復動する，アーマチュアの往復運動をポンプ

ストロークに利用した電磁駆動方式のダイヤフラムポンプである。

②　ダイヤフラムポンプは，制御部1を具備する。

③　制御部1は，100～240V±10％の間で電圧が異なる電源5の交流

電圧を全波整流電圧に整流する整流器9を具備する。

④　制御部1は，整流器9から提供される全波整流電圧を駆動電圧としてソレ

ノイド13に供給してソレノイド13を駆動するためのFETll及びフォ

トトランジスタ12を具備する。

⑤　制御部1は，電源5及び整流器9間で，電源5から整流器9に供給される

交流電圧を分圧し，トランス6，整流器7，分圧回路14及びCPU8を介

して電源5の電圧を検出する。

⑥　制御部1は，フォトトランジスタ12に制御信号を供給するCPU8を具

備する。制御信号は，整流器9からFETllに提供される全波整流電圧を

変換し，これを駆動電圧としてソレノイド13に供給するための信号である。

⑦　制御信号は，制御プログラムに含まれる制御データから抽出されたデータ

（検出した電源5の電圧に対応するデータ）に基づき，生成され，ポンプス

トローク数の逆数であるポンプストローク周期を単位として出力される。

⑧　制御データは，電源5の電圧に対応するデータとして，ポンプストローク

周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間における周期的なオン・オ



フの切り替え制御において，「アーマチュア押し出し信号出力時間」，アーマ

チュア押し出し信号出力時間における各オン時間である「設定通電時間」，

アーマチュア押し出し信号出力時間における各オフ時間である「設定遮断時

間」のそれぞれを電源5の電圧の区分ごとに記述する。

⑨「設定通電時間」の間，CPU8は，電圧を印加する制御信号を出力し，

フォトトランジスタ12を介してFETllに電圧を印加する。これにより，

FETllは，整流器9で全波整流された全波整流電圧をソレノイド13に

そのまま印加する。次に，「設定通電時間」の後の「設定遮断時間」の間に

おいては，CPU8は，電圧を遮断する制御信号を出力し，FETllに電

圧が印加されないようにする。これにより，FETllは，ソレノイド13

への全波整流電圧の印加を遮断する。そして，ポンプストローク周期におけ

るアーマチュア押し出し信号出力時間において，「設定通電時間」及び「設

定遮断時間」の各時間間隔で電圧を印加する制御信号と電圧を遮断する制御

信号とが繰り返される。

2　ロ号製品の詳細な説明

（1）ロ号製品は，円筒状のコイルであるソレノイド（電磁石）に駆動電圧を供

給することで，ソレノイド内のアーマチュア（鉄心）が押し出されてストッ

パに当たるまで往勤し，駆動電圧の供給を遮断することで，アーマチュアが

復動する，アーマチュアの往復運動をポンプストロークに利用した電磁駆動

方式のダイヤフラムポンプであり，電源の電圧を選ばないフリー電源（単相

ACl OO～240V±10％）である。

（2）図1に示すとおり，ロ号製品の制御部1は，電源5に接続されるトランス

6と，このトランス6に接続される整流器7と，この整流器7に接続される

CPU（CentralProcessingUnit：中央処理装置）8とを備える。

そこで，電源5から供給される交流電圧は，トランス6によって降圧され，



整流器7によって整流されて，CPU8に供給され，これにより，CPU8

は駆動可能となる。

（3）また，ロ号製品の制御部1は，電源5に接続される整流器9と，この整流

器9に接続されるFETllと，このFETllに接続されるフォトトラン

ジスタ12とを備える。そして，FETllは，ソレノイド13に接続され

る。

そこで，電源5から供給される交流電圧（図3（a）参照）は，整流器9に

よって全波整流電圧に整流され（図3（b）参照），FETllによって駆動

電圧となってソレノイド13に供給される。

（4）さらに，ロ号製品の制御部1は，整流器7に接続される分圧回路14を備

える。この分圧回路14は，A／D変換器を含むCPU8に接続される。

そこで，電源5から供給される交流電圧は，トランス6によって降圧され，

整流器7によって整流され，分圧回路14を介してCPU8に送信され，A

／D変換器によってデジタル信号に変換される。

そして，CPU8は，このデジタル信号に基づき，電源5の電圧を検出す

る。

（5）また，CPU8は，フォトトランジスタ12に接続される。

そして，CPU8は，ポンプの運転を制御するための制御信号をフォトト

ランジスタ12を介してFETllに供給する。

（6）ここで，CPU8は，所定のデータに基づき，制御信号を生成する。

このデータは，電源5の電圧と対応付けて制御プログラムに制御データと

いう形で記述される。そして，この制御プログラムは，CPU8に記憶され

る。

そこで，CPU8は，検出した電源5の電圧に対応するデータを制御プロ

グラムの制御データから抽出する。

（7）制御データの内容を図2の上段に示す。制御データ中，「電源電圧」は，



電源5の電圧の区分，「アーマチュア押し出し信号出力時間」は，ポンプス

トローク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間における周期的な

オン・オフの切り替え制御において用いられる当該アーマチュア押し出し信

号出力時間，「設定通電時間」は，アーマチュア押し出し信号出力時間にお

ける各オン時間，「設定遮断時間」は，アーマチュア押し出し信号出力時間

における各オフ時間，を表す。尚，実際の制御データには，各列の項目名は

記載されていないが，ここでは，説明の便宜上，各列の項目名を付加してい

る。

（8）制御データを用いた制御信号生成処理を図2の下段に示す。まず，CPU

8は，通し番号iを0（ゼロ）にセットし，次に，デジタル信号に基づいて

検出した電源5の電圧が制御データの上位欄の電源電圧区分に入るか否かを

チェックする。

（9）これがNOの場合，CPU8は，通し番号iをインクリメントし（i＝i

＋1），次に，通し番号iが9より大きいか否かをチェックする。この処理

は，CPU8が電圧のチェックでYESと判定するまで繰り返される。

（10）そして，CPU8は，電圧のチェックでYESと判定すると，該当する電

源電圧区分における「設定通電時間」及び「設定遮断時間」のデータを抽出

する。

（11）そして，CPU8は，これら「設定通電時間」及び「設定遮断時間」の

データに基づき，制御信号を生成し，この制御信号をフォトトランジスタ1

2に供給する。

（12）即ち，「設定通電時間」の間，CPU8は，電圧を印加する制御信号を出

力し，フォトトランジスタ12を介してFETllに電圧を印加する。これ

により，FETllは，整流器9で全波整流された全波整流電圧をソレノイ

ド13にそのまま印加する。次に，「設定通電時間」の後の「設定遮断時

間」の間においては，CPU8は，電圧を遮断する制御信号を出力し，FE



Tllに電圧が印加されないようにする。これにより，FETllは，ソレ

ノイド13への全波整流電圧の印加を遮断する。そして，図3（C）に示すと

おり，ポンプストローク周期におけるアーマチュア押し出し信号出力時間に

おいて，「設定通電時間」及び「設定遮断時間」の各時間間隔で電圧を印加

する制御信号と電圧を遮断する制御信号とが繰り返される。

（13）このように，FETll及びフォトトランジスタ12は，CPU8から供

給される制御信号に基づき，整流器9から提供される全波整流電圧（図3

（b）参照）を変換し（図3（C）参照），これを駆動電圧としてソレノイド1

3に供給する。

3　ロ号製品の作用効果

口号製品は，フリー電源仕様の制御部を採用することにより，電源の電圧を

選ばないので，選定が簡単である，という作用効果を奏する。

4　図面及び符号の説明

（1）図面の説明

図1は，ロ号製品の制御部及びその関連要素（電源，ソレノイド）を表す

ブロック図である。

図2は，ロ号製品の制御部が具備する制御プログラムに含まれる制御デー

タ，及び，検出した電源の電圧に対応するデータを制御データから抽出し，

制御信号を生成するフローチャートである。

図3（a）は，電源の交流電圧の波形，（b）は，交流電圧を整流器で全波整

流した全波整流電圧の波形，（C）は，制御信号に基づいて全波整流電圧から

変換された駆動電圧の波形，である。

（2）符号の説明

1…‥制御部



5…‥電源

6…‥トランス

亨…‥整流器

8…‥CPU

9…‥整流器

11‥・FET

12‥・フォトトランジスタ

13‥・ソレノイド

14‥・分圧回路



【図1】

ノーマル表示
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l

l
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強調表示　　ノ

ソレノイド駆動ポンプ
1

1

1

電源5；－ 制御部1



【図2】

制御データ

電源電圧
アーマチュア
押し出し信号 設 定通電時間 設定遮断時間

（∨） 出力時間

［m s］

［〟S】 ［〃S］

～93．2 45 500 0

～ 103．2 40 4 40 60

～ 11 1．9 40 4 10 90

～ 12 1．9 40 3 80 120

～ 154．3 io 3 60 14 0
～ 188．1 40 2 60 24 0
～2 10．5 40 2 35 2 65

～2 30．5 40 2 20 28 0

～2 50．5 40 2 10 2 90

・・′2 70．4 30 160 340



【図3】

（a）

（b）

アーマチュア押し出し信号
出力時間

l
l

ポンプストローク周期

アーマチュア押し出し信号
出力時間

l
l

アーマチュア押し出し信号 アーマチュア押し出し信号



（別紙）

ロ号製品説明書（被告提出）

1　構造説明図（ブロック図）

（2）
整流器

2　CPU内蔵制御プログラムに記載されている制御データ

図4

プログラムに記載されている制御データ

電源 アーマチュア 設定 設定

上限電圧 押し出し信号出力時間 通電時間 遮断時間

［∨］ tl ［m s】 ［〟S］ ［〟S］

93．2 45 500 0
103．2 40 440 60

111．9 40 410 90

12 1．9 40 380 120
154．3 40 3fiO 140
188．1 40 260 240
2 10．5 40 235 2 65
230．5 40 220 280
250．5 40 210 290
270．4 30 160 340



図6

3　実通電・遮断時間図

ソレノイドへの実通電時間、実遮断時間、実通電時間割合
電 源 アー マチュア （A ） （B ） A ／（A 十B ）

上限 電 圧 押 し出 し信 号 出 力 時 間 実通 電 時 間 実 遮 断 時間 実 通 電 時 間割 合

［∨］ tl ［m s〕 ［〟 S］ ［〃S］ （％ ）

93 ．2 4 5 5 00 0 10 0 ％

10 3 ．2 4 0 4 80 2 0 96 ％

1 11 ．9 4 0 4 50 5 0 90 ％

12 1 ．9 4 0 4 20 80 8 4 ％

15 4 ．3 4 0 4 00 10 0 8 0 ％

18 8 ．1 4 0 3 00 2 0 0 60 ％

2 10 ．5 4 0 2 7 5 2 2 5 55 ％

2 3 0 ．5 4 0 2 60 2 4 0 52 ％

2 5 0 ．5 4 0 2 50 2 5 0 50 ％

2 7 0 ．4 3 0 2 00 3 0 0 4 0 ％

4　電源電圧に対するアーマチュア押し出し信号出力時間（tl）の平均電圧

（Ⅴ。，。）の変化

20．0　　　　　－

90　　　　　　110　　　　　　130　　　　　　150　　　　　　170　　　　　　190　　　　　　　210　　　　　　238　　　　　　250

t薫tE（∨）


